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丹沢の化石サンゴ礁について

門田真人・末包鉄郎

Notes on the Miocene Coral Reef from Tanzawa-Massif 
Masahito KADOT A and Tetsuro SUEKANE 

はじめに 群本谷凝灰岩層及び同相当層中にレンズ状に挟在して

丹沢山地に分布する中新世石灰岩の報告は，加藤 見つかるc筆者らの調査では丹沢地域では合言no地区
(1910）に始まり，半沢 (1931) はその中より大型有 31ケ所に石灰岩のレンズ状岩体を確認した。

孔虫群集・レピドシクリナ（ネフロレピジナ）化石 北部では加入道山（1418m）の山頂付近から谷筋

ミオジプシナ化石などを報告した。しかし，それらの にかけて分布し （図1），最大規模はBレンズ （KN-

石灰岩は転石の報告も含み露頭が確認されていない B）であり 全長500mに及ぶ。白石峠の名の由来は

ものも多い。筆者らは， 1978年から1992年にかけて丹 ここにある。しかし，その南側の深成岩体からの熱変

沢全域の石灰岩分布を追うとと もに並行して含有化 成作用の影響が大きく 古生物学的な情報が見つから

石の鑑定を進めたところ，明らかに亜熱帯域を指示す ないが，D,E, Fレンズ中には印象化石を確認でき

るサンゴ化石群集の存在を確認した。また， 1983年か る（相原， 1975；門田・末包， 1988）。

らは隣接地域へ中新世サンゴ石灰岩を求めて東海 南部ではJR御殿場線の松田駅から駿河小山駅にか

関東，中部地方へとフィールドを拡大した。

その結果，このサンゴ群集を含む中新世サンゴ石灰岩

は，南部フォッサマグナ地域のみに分布するという結

論を得た。このことは現プレート境界と古プレート境

界の関係を考察するー資料になるものと考えている。

本報告をするにあたり ，調査研究の方向を示唆して

いただき，かつサンゴ化石を同定していただいた放送

大学の波田隆士教授， 有孔虫化石について検討してい

ただいた埼玉大学の松丸国照教授，貝化石の同定をし

ていただいた神奈川県立博物館の松島義章博士，調査

の機会を与えてくださるとともにご指導いただいた横

須賀市立自然博物館の蟹江康光博士，王見生サンゴの採

取と同定に援助くださった串本海中公園センターの内

田紘臣博士，並びに東海大学海洋研究所西表分室の検

地洋之氏にお礼申し上げる。なお調査費の一部に文部

省科学研究費奨励B (No.05916020）と，神奈川県私

立中・高校長協会奨励研究費を使用した。関係各位に

厚くお礼申し上げます。

石灰岩概要

丹沢は新第三紀のグリーンタフからなる山塊で、ある。

丹沢地域のサンゴ石灰岩は，見上 (1976）の大山亜層

30U "' 

加人道山付近の品質石灰岩の分布
JIIKAJII (1961)に加筆、 門田・ 末包 (1988)
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表 1.丹沢産サンゴ化石（第三紀中新世前期末）

［学名］ ［和l 名］ ［産 地］

HYDROZOA ヒドロtll綱
JIILLEPORINA アナサンゴモドキ目
Millcporidac アナサンゴモ ドキ科
0 J'i/ Jepora dic/JotoJl!a Forsskai アナサンゴモドキ
0 J'i/Jep口五タ p/atypy/Jallemprich et Ehrenbergイタアすりンゴモドキ
0 J'i//epor sp. アナサンゴモト‘キの｛rjr問 l・．．

 
．．．
 

A N T 0 Z 0 A :/E.rtl綱

OCTOCORALLIA 八放サンゴ!IE綱
llelioporidae アオリンゴ宇｝
0 //eliopora coeru/ea(l'allas) アオリンゴ
HEXACOH.ALLIA 六放リンゴllE綱
SCLERACTINIA イシ・サンゴ目

ASTROCOENIIDA ・ ・ ー…ー・ ー・・…・・……・・・・ ムカシリンゴヨE日
Astorocoeniidae ムカシリンゴ科
0 Sty/ocoenie/ la gfl，四 then・ Das sett Smith ムカシリンゴ
0 Sty/ocoPnie//a arJl!at;;¥Ehr巴nberg) ヒメヒメムカシリンゴ

0 Sty/oρ•/Jora pisti/Jata¥Esper) ショウガサンゴ

Poci l l opor idae ハナヤリイザンゴ科

0 /'ocf/ Jopora sp. A ハナヤサイーリンゴの開A
0 Foci/Jopora sp. D ハナヤサイリンゴの仲目B

Acroporidae ミドリイシ科

0 tfcrpora sp. A ミドリイシの十jrj[[]/¥. l・1・1・
0 tfcrpora sp. D ミドリイシの仲間lB I ｜・
0 tfstreopora sp. アナサンゴの仲間 I ｜・
0 J'ontipora sp. コモンサンゴの仲間 ｜・ i・l・

FUNGI IDA …一一……・・・・……… ・・・・・0・クサピライシ!IE目…・0・ … ー・I.. I I 
Poritidae 

0 Forftes sp. A 
0 /'orites sp. D 
0 Coniopora sp. 
0 d/veopora sp. 
Siderastreidae 

0 Coscinaraea sp. 
Agariciidae 

0 Favona sp. 

ハマサンゴ科

ハマーリンゴのや111111A
ハマリンゴの仲間B
ハナガリサンゴの仲間
アワリーンゴの付1no
ヤスリ ザンゴ科
ヤスリサンゴの仲間
ヒラフキザンゴ科
シコロサンゴの｛rjr問］

・｜・

．
 

．．．
 
．
 

・｜・． 

．
 
．．
 ．．．． ．．
 
． 

Locality XY：茸7(1 TIT：人迷 TX：滝沢

． 
が本州に接合した時期にフィリピン海プレー トとユー その2.東海紀要， 15 B. 17 58 . 

ラシアプレートの現在の境界，すなわち相模トラフ ・ 門田真人 ・末包鉄郎，1978.丹沢山塊南部産中新世オ

国府津一松田断層 ・神縄断層 ・駿河トラフが形成され ウムガイ類．地質学雑誌， 84,(12):739 741. 

たと考えられる。このことは新妻 (1987）がサンゴ化 門田真人・末包鉄郎， 1980.丹沢に分布する石灰岩そ

石以外の資料をもとに提唱した南部フォッサマグナに の3，サンゴ化石．東海紀要， 17 153-185 

おける海陸分布の変遷を支持するものである。 門田真人・末包鉄郎・蟹江康光， 1988.三浦半島の中

新世礁性サンゴ化石.Sci. Rept. Yokosuたα

文献 City Mus., 36:11-18, pls. 1-2 . 

相原延光，1975.丹沢山地北部の地質(1）.神奈川地学， 半沢正四郎， 1968.大型有孔虫.300pp.朝倉書店．

6(l)p. 3-8. 加藤鉄之助， 1910.相模国山北付近地質調査概報．地

門田真人・末包鉄郎，1978.丹沢に分布する石灰岩， 調報告， 18: 47-73 
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表2

」色~＇
I KY HT Ti・ 

FAVIIDA … ・・・ー・0・…… ・・・・・・・ υ ……......キクメイシ亜日－ ー し・ • •• ・

Ocu!inidae ピワガライシ科

0 Ca/axes sp. アザミリンゴのi<l'll日
Pectiniidae ウミノ〈ラ科

0 Ee/Ji.刀op/Jy/Jiasp. キッカサンゴの{iiiIHJ 
0 Fectinia sp. ウミノ〈ラのやl1llrJA
0λ？ysoμ』'YIノiasp. ウミノ〈ラの｛1!1fl¥]B

llussidae オオトゲサンゴ科

0 Lobopby/Jia sp. ノ、ナプfタサンゴのHrm 
0 の叩・'arinaJacymalis ( Milne←Edward ct llaimc）コノ＼ナガタリンゴ
0 Sympby!Jia radio.刀sMilne-Edward ct llaimc ダイノウリンゴ
llerulinidae リザナミリーンゴ科

0 J!ydnopbora sp. イ7j（リンゴのや111m
Faviidae キクメイシド｝

0 Favia speciosa(JJanaノ キクメイシリンゴ

O Favia be/iantboides 'l'e 11 s ウモレキクメイシ

0 J'ontastrea ma1;切Jste/JataChevalier オオマルキクメイシ

0 J'ontas/Fea c111ta(l)anu) 7ルキクメイシ

0 Flesiaタtreavers1pora(Lamarck) 工1？ ルキクメイシ

0 Coniastrea sp. コモンキクメイシの仲間

0 FJaty!(yia IYt.必yuens'is(Yabeet Sugiy日n1日） ＇）ュウキユウノウfン1

0 Fla/J'!f.YIB sp. ノウリーンゴのHr.:J
0 Leptastrea sp. ルリサンゴの｛1!1IHJ 
0 の少•bastrea micropbt/Ja/ma (Lamarck) トゲキクメイシ

0 C.rpbastrea cシl;a/cJ・dieum (Forsska I) コトゲキクメイシ

0 のpbastreasp. トゲキクメイシのj1[11JIJ

O Fovites /JH!icora (Ehrenberg) マルカメノコキクメイシ

0 Fovites sp. カメノコキクメイシ町附

O Coeloseris mayeri Vaughan ヨロンキクメイシ

O ,./cantbastreo bi/Joe iel Is オオトゲキクメイシ州R
CA RYOPllYLLIDA －…... －－－一ー チョウジプfイ頂ir=1 

Caryophy!liidae チョウジガイ科

0 E11pby/Jia sp. ナガレハナりンゴの仲間｜ ｜・

DENDROPilYLLIIDA …ー一……－ ・… ・ーー ・...・ キリンゴヨE日 ・・・ 0・H ・…・・l I 

Dendrophy 11 i idae キザンゴ不｝

0 JJendoropy/Jia sp. キリンゴの仲間

． 

． 
．．．．．． 
． 
．．．．．．．．．．．．．．．． 
－ 
． 

． ． 

． 

． 

． 
． 

－ 
． ． 

名］［布l名］［学

． 
KY：萱1科

． ． 
TX：滝沢ITT：人迷
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図4

1. Clust巴redNephrolepidina sp. in lim巴ston巴 3.Polites sp. exchanged by Manganese 

(Locality: Moroto-zawa, Riv巴rof southern minerals in marble. (Locality: E-lens of 

Tanzawa) marble in Mt. Kanyudo, north巴rnTanzawa 

2. Nautiloiclea, (Locality: Hitodo of Mrnase- Scale bar: 5mm) 

gawa, southern Tanzawa. Scale bar: 2mm) 4. Cuηαs sp. (Locality: Mt. Kanyudo, northern 

Tanzawa. Scale bar: 2mm) 
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図5

1. A polish of Helioporαcoeruleα（PALLAS) 

(Locality: No.I lens of Hitodo, Minase-

gawa, southern Tanzayva. Scale bar: lcm) 

2. Cyphαst reαsp. (Locality: No.l lens of 

Hitodo, Minase-gawa, southern Tanzawa. 

Seal日 bar:2cm) 

3. Pocilloporαsp. (Locality: No.I l巴nsof 

Hitodo, Minase gawa, southern Tanzawa 

Scale bar: 5cm) 

4. take a close up of 3. This genus is charact 

巴nzedby not possession s巴pta,(Seal巴bar・

1 cm) 

5. Coeloser内ismαyeri VAUGHAN. The seal巴 of

colony is 20cm. (Locality: No.l lens of 

Hitodo, Minase-gawa, southern Tanzawa 

Scale bar: lcm) 

6. Fαviαspeciosα（DANA). The scale of colony 

is 40cm. (Locality: No.l lens of Hitodo, 

Minase-gawa, southern Tanzawa. Scale 

bar: lcm) 
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図6

1. The W巴atheringfeature of Stylophora 

pistillαt (ESPER). Th巴 seal巴 ofbig colony 

is mor巴 thanlm. (Locality: No.1 l巴nsof 

Hitodo, Minase-gawa, southern Tanzawa) 

2. Thin section of 1. (Scale bar: 2mm) 

60 

3. Thin section of Acroporαsp. (Scale bar: 2mm) 

4. Thin s巴ctionof Hydenophorαsp. (Scale 

bar: 2mm) 

（東海大学付属相模高等学校・地学）




